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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公開番号】特開2006-289657(P2006-289657A)
【公開日】平成18年10月26日(2006.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-042
【出願番号】特願2005-110120(P2005-110120)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ   2/16    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月18日(2008.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　融点またはガラス転移点が１５０℃以上かつモノマー構造中に極性基を有する耐熱性樹
脂を含有する多孔膜（Ａ）と融点が１５０℃以下であるポリオレフィン樹脂を含有する多
孔膜（Ｂ）を少なくとも一層ずつ含む二層以上の積層体であって、多孔膜（Ａ）が最大繊
維径１μｍ以下のフィブリル構造からなることを特徴とする多層多孔膜。
【請求項２】
　多孔膜（Ａ）と多孔膜（Ｂ）の剥離強度が、１～５００Ｎ／ｍ、透気度が１～８００秒
、１５０℃におけるガラス板熱収縮率が２０％以下であることを特徴とする請求項１に記
載の多層多孔膜。
【請求項３】
　多孔膜（Ａ）が、耐熱性樹脂１～３０ｗｔ％、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ％、耐熱性
樹脂の良溶媒９８～４０ｗｔ％の組成からなる溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、水溶性
ポリマーと良溶媒を水または水と有機溶媒の混合液で抽出して形成された膜であることを
特徴とする請求項１または２に記載の多層多孔膜。
【請求項４】
　耐熱性樹脂が、１００～４００℃で熱処理したポリアミドイミドであることを特徴とす
る請求項１～３のいずれかに記載の多層多孔膜。
【請求項５】
　多孔膜（Ｂ）の透気度が、１～５００秒であることを特徴とする請求項１～４のいずれ
かに記載の多層多孔膜。
【請求項６】
　請求項１～５いずれかに記載の多層多孔膜の製造方法であって、耐熱性樹脂１～３０ｗ
ｔ%、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ%、耐熱性樹脂の良溶媒９８～４０ｗｔ％の組成からな
る溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、水溶性ポリマーと耐熱性樹脂の良溶媒とを水または
水と有機溶媒との混合液で抽出して多孔膜（Ａ）を形成する製造方法。
【請求項７】
　耐熱性樹脂１～３０ｗｔ％、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ％、耐熱性樹脂の良溶媒９８
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～４０ｗｔ％の組成からなる溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、相対湿度６０～１００％
で加湿し、その後に水溶性ポリマーと耐熱性樹脂の良溶媒とを水または水と有機溶媒との
混合液で抽出して多孔膜（Ａ）を形成する請求項６に記載の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、本発明は下記の通りである。
（１）融点またはガラス転移点が１５０℃以上かつモノマー構造中に極性基を有する耐熱
性樹脂を含有する多孔膜（Ａ）と融点が１５０℃以下であるポリオレフィン樹脂を含有す
る多孔膜（Ｂ）を少なくとも一層ずつ含む二層以上の積層体であって、多孔膜（Ａ）が最
大繊維径１μｍ以下のフィブリル構造からなることを特徴とする多層多孔膜。
（２）多孔膜（Ａ）と多孔膜（Ｂ）の剥離強度が、１～５００Ｎ／ｍ、透気度が１～８０
０秒、１５０℃におけるガラス板熱収縮率が２０％以下であることを特徴とする（１）に
記載の多層多孔膜。
（３）多孔膜（Ａ）が、耐熱性樹脂１～３０ｗｔ％、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ％、耐
熱性樹脂の良溶媒９８～４０ｗｔ％の組成からなる溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、水
溶性ポリマーと良溶媒を水または水と有機溶媒の混合液で抽出して形成された膜であるこ
とを特徴とする（１）または（２）に記載の多層多孔膜。
（４）耐熱性樹脂が、１００～４００℃で熱処理したポリアミドイミドであることを特徴
とする（１）～（３）のいずれかに記載の多層多孔膜。
（５）多孔膜（Ｂ）の透気度が、１～５００秒であることを特徴とする（１）～（４）の
いずれかに記載の多層多孔膜。
（６）（１）～（５）いずれかに記載の多層多孔膜の製造方法であって、耐熱性樹脂１～
３０ｗｔ%、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ%、耐熱性樹脂の良溶媒９８～４０ｗｔ％の組成
からなる溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、水溶性ポリマーと耐熱性樹脂の良溶媒とを水
または水と有機溶媒との混合液で抽出して多孔膜（Ａ）を形成する製造方法。
（７）耐熱性樹脂１～３０ｗｔ％、水溶性ポリマー１～３０ｗｔ％、耐熱性樹脂の良溶媒
９８～４０ｗｔ％の組成からなる溶液を多孔膜（Ｂ）に塗布した後、相対湿度６０～１０
０％で加湿し、その後に水溶性ポリマーと耐熱性樹脂の良溶媒とを水または水と有機溶媒
との混合液で抽出して多孔膜（Ａ）を形成する（６）に記載の製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
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【表１】
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